
★ 涼しい時間帯の給餌、新鮮な水の十分な補給
★ 密飼の回避
★ 扇風機の使用、屋根への散水

★ 遮光ネットによる直射日光遮断
★ 放牧時間を早朝や夜間に変更すること

★ 農場・牛舎への侵入防止
農場出入り口で車両を消毒！
牛舎ごとに長靴交換または踏込消毒槽を設置！
導入牛は一定期間隔離し健康観察！
野生動物や野鳥の侵入防止（防鳥ネット等）！

★ 農場内での感染防止
餌槽・水槽などの洗浄、消毒を徹底！
十分な初乳の給与で子牛の免疫を強化！

★ 発症牛の早期発見、隔離、治療
・発熱、下痢、血便、乳量激減、呼吸器症状などが
みられたらすぐに隔離し、獣医師に連絡！

北海道網走家畜保健衛生所
電話：（0157）36-0725（休日・時間外は転送）
※つながらない場合はしばらく経ってからおかけ直しください。
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続発中!!サルモネラ症に注意！
管内では今年度、Salmonella Typhimuriumによる牛サル
モネラ症がすでに７例発生しています。対策を強化し、発生防止に
努めましょう！

日射病・熱射病にも注意！
管内では６月中に暑熱被害の報告が４件ありました。オホーツク
地方は７月も高い気温になると予想されています。今後も飼養形
態にあった適切な予防対策に取り組み、被害が最小になるようお
願いします。


